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自動配送ロボットとは

⚫ 物流拠点や小売店舗などの荷物・商品を配送するロボット。

⚫ ＥＣ市場の拡大などにより宅配需要が急増する中、物流分野における人手不足や買
い物弱者対策などの課題解決のため、活躍が期待されている。

⚫ 物流拠点 ⇒ 住宅・オフィスなど

✓ 特に人手が不足する早朝・夜間の配送も可能
✓ 配送と同時に集荷も可能

自動配送ロボットで配送

トラックや人手で配送

⚫ 小売店舗・飲食店 ⇒ 住宅・公園など

✓ フードデリバリーサービスの提供
✓ 自治体による生活必需品の配送（買い物支援）

⚫ 地域内における移動販売

✓ 荷物を積んだ状態で、商店街や観光地などを巡回
✓ 飲食料などを、非対面・キャッシュレスで販売

現在は…

今後は…
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これまでの経緯

⚫ 2019年度に官民協議会を立ち上げ、国内での実装に向けた検討を開始。

⚫ 改正道路交通法の施行により、2023年4月から公道を走行することが可能になった。

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

官民協議会の
立ち上げ

（経済産業省）

国
会
・
行
政

産
業
界

公道実証実験の
制度整備

（警察庁・国土交通省）

公道における実証実験が加速

一般社団法人
ロボットデリバリー協会が発足

（2022.2.18）

「道路交通法の一部を
改正する法律」案が可決

（2022.4.19）

「道路交通法の一部を
改正する法律」が施行

（2023.4.1）

公道を走行する自動配送ロボットによる
配送サービスの開始

国内で初めての
公道における実証実験

（2020年10月 東京都千代田区）

ロボットデリバリー協会 発足式
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主な活用事例

⚫ 2020年度以降、全国各地で複数の民間事業者による実証実験が実施されており、
都市部のみならず、地方部においても活用の検討が進んでいる。

ENEOSホールディングス㈱・㈱ZMP 等

東京都中央区
佃・月島エリア

✓ ガソリンスタンドを、ロボットの充電や
デリバリーに関する拠点とし、飲食店
やコンビニなど複数店舗の商品を顧
客に配送

地方部

福島県会津若松市

✓ スーパーの商品を、タクシーや路線バス
でリレー輸送し、ラストワンマイル部分を
自動配送ロボットが配送

TIS㈱ 等パナソニックホールディングス㈱

神奈川県藤沢市

✓ 小売店舗から個人宅へ日用品など
を配送

✓ １名のオペレーターが、遠隔で４台
同時に監視しながら公道を走行

住宅街都市部
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経済産業省の今後の取組

⚫ 社会実装の加速のためには、技術開発や制度整備と並行して、新たなサービスの担い
手の発掘・拡大や、社会受容性の向上が必要となる。

⚫ 技術開発支援や、イベントの開催・広報を通じて、自動配送ロボットの早期普及を図る。

社会受容性

制度技術

担い手

⚫ 施策の最新情報

⚫ 実証実験の事例

⚫ モデル自治体事例集

⚫ 紹介動画

⚫ 活用可能な予算情報 など

社会実装に必要な要素 経済産業省ウェブサイトにおける情報発信

特設ページにて、自動配送ロボットの関連情報を集約しています。

⚫ 同時走行可能台数の増加のための技術開発支援

⚫ インフラとの連携に関する技術検証

⚫ 活用の手引きの策定（新規活用者向け）

⚫ 裾野拡大のための活動（地域企業、商工団体、自治体など）

⚫ シンポジウム・セミナーの開催
など
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（参考）道路交通法の一部を改正する法律

（出典）第5回官民協議会 警察庁発表資料（令和4年2月28日）
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